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昭和 58 年度に制定された「日本OR学会学生論文賞」

第 12 回の募集に対して 8 大学より 13 編(修士論文 11

はそのようにお薦めくださるようお願いいたします.

表彰委員長柳井 浩

編卒業論文 2 編)の推薦をいただきました.本学会では平成 6 年度表彰委員会文献賞小委員会委員〕

表彰委員会・文献賞小委員会が慎重かつ公正な審査選考 今野浩，鈴木誠道，高井英造，高橋磐郎，高橋幸雄，

を行ないました結果，下欄の 5 編の論文を推薦すること 橋田 温，伏見正則，森戸晋，森雅夫，矢島敬二，

とし，理事会において授賞が決定いたしました.これら 柳井浩，山下達哉

の論文はいずれも学生論文賞にふさわしい， ORに関す ①氏名 ②受賞論文名 ③出身大学(院) ④指導教官

る優秀な論文ばかりであり，その内容の要約は次号の

OR誌で紹介の予定です.

なお，本賞の表彰式は，去る 10 月 9 日に青山学院大学

で開催された秋季研究発表会の会場で行なわれました.

また，今回採択きれませんでした論文も，それぞれ特

徴のある優れた内容のものでありましたが，入賞件数そ

の他の制約条件から，残念ながら選外となりましたこと

をご報告いたしておきます.

今年度も，第 13 同学生論文賞の募集をいたしますので

若い学生会員の方々がふるって応募きれるように期待い

たします.また，指導に当っておられます教官の方々に

①大竹徳成君
( A Study on the Capaciｭ

tated Traveling Salesmen 

Location Problem 

③東京理科大学工学研究科経

営工学専攻

④平林隆一教授

⑤住友化学工業側

①田中武志君
( Transient analysis of fluid 

approximation model for 

multi -entry queueing system 

in ATM statistical multiｭ

plexing 

③東京工業大学理工学研究科

情報科学専攻

④高橋幸雄教授

⑤側東芝

1994 年 11 月号

⑤現在の所属

①藤田敏治君
②ファジィ線形計画とフアジ

ィ環境下における確率的推

移システム

③九州大学大学院理学研究科

数学専攻

④川崎英文助教授

⑤同大学院数理学研究科博士

後期課程

①藤原祥隆君
②地域間道路網解析による道

路計画

③筑波大学大学院経営・政策

科学研究科

④腰塚武志教授

⑤兵庫県

①三村圧ー君
②市営ノfス路線決定問題に対

する数理計画モテ。ルの適用

③埼玉大学大学院政策科学研

究科

④大山達雄教授

⑤横浜市

(五十音順)
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